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【要 旨】 

眼内メラノサイト腫瘍と病理診断した犬 18例の組織学的特徴と予後の関連を検討した。18

例中 5例は予後不良で、そのうち 1例は安楽死、4例は腫瘍関連死と考えられた。この 5例

は組織学的に腫瘍細胞の増殖活性が有意に高く、核分裂頻度や Ki67陽性率が重要な予後因

子と考えられた。腫瘍細胞の多形性やメラニン色素の産生低下が増殖活性と有意な相関が

あり組織診断の際の重要な評価項目と考えられた。腫瘍の壊死や強膜への浸潤の有無は増

殖活性と明らかな相関がみられず予後との関連性はなかった。 
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【はじめに】 

犬の眼内原発性腫瘍ではメラノサイト腫瘍が最も多い。メラノサイト腫瘍の臨床動向は

発生部位により異なり、口腔内や爪床部に発生するメラノサイト腫瘍の多くは悪性であ

るが、眼内メラノサイト腫瘍の病理学的特徴と予後に関する報告は少ない。犬の眼腫瘍

に関する報告[Labelle AL & Labelle P, Veterinary Ophthalmology, 2013]では、眼内および視神

経に発生した腫瘍の 41.5%がぶどう膜のメラノサイトーマ、13.1%がぶどう膜の悪性メ

ラノーマであった。しかしながら、動物のWHO分類では犬の眼内メラノサイト腫瘍と

して前ぶどう膜メラノサイトーマ、輪部メラノサイトーマ、脈絡膜メラノサイトーマ、



びまん性ぶどう膜メラノーシスが分類されており、悪性メラノーマの分類はない。本研

究では眼内メラノサイト腫瘍の犬 18 例について、病理組織学的特徴と予後との関連を

検討した。 

 

【材料と方法】 

眼内メラノサイト腫瘍と病理診断した犬 18例（症例 1～18）を用いた。HE標本と脱メ

ラニン標本を用いて腫瘍細胞の形態および異型度、メラニン色素沈着量、壊死の有無、

強膜への浸潤について評価し、腫瘍の増殖活性は核分裂頻度および抗 Ki-67 抗体を用い

た免疫染色で陽性細胞を評価した。また、全ての症例で予後調査を実施し、組織学的評

価との相関を検討した。 

 

【結果】 

肉眼所見：症例 1～16では腫瘤形成がみられ、多くは前ぶどう膜あるいは眼内全体に病

変が形成されていたが（図 1 a、b）、症例 5 では脈絡膜および眼球後方に病変が広がっ

ていた（図 1 c）。症例 17、18 では前ぶどう膜が肥厚するように病変が形成され、明瞭

な腫瘤形成はみられなかった（図 1 d）。 

組織所見：腫瘍細胞の形態は、類円形、紡錘形、不整形が様々な割合で混在し、症例 1

～6では小型で N/C比の高い細胞の増殖が主体に観察された（図 2 a、b、c）。症例 1～

6 と症例 7～18 では腫瘍細胞の増殖活性に差がみられ、前者で核分裂頻度および Ki67

陽性率が有意に高かった。メラニン色素沈着量は少ないほど増殖活性が有意に高く、壊

死や強膜への浸潤の有無は増殖活性とは有意に関連しなかった。 

予後：いずれの症例も剖検は実施されていないが、症例 1は肺転移が疑われ、術後 5ヶ

月で安楽死となった。症例 2、4、5、6 はいずれも術後 3 ヶ月で死亡し、臨床的には腫

瘍関連死と考えられた。これらの症例では腫瘍の増殖活性が有意に高かった。症例 7～

18 ではフォローアップできた期間中に明らかな再発や転移は認められなかった。症例

17 は腎不全により術後 2年 8ヶ月に死亡した。 

 

【考察】 

今回調査した 18 例のうち 4 例は腫瘍関連死と考えられ、WHO 分類では前ぶどう膜メ

ラノサイトーマや脈絡膜メラノサイトーマに分類される腫瘍にも悪性度が高い腫瘍が

含まれると考えられる。 

腫瘤形成がみられた 16 例中 7 例は眼内を置換するように病変が形成されており発生部

位の特定は困難であったが、他の 8例は前ぶどう膜、1例は脈絡膜から眼球後方に病変

が主座しており、前ぶどう膜が好発部位と考えられる。ぶどう膜メラノサイト腫瘍は核

分裂頻度が高倍率 10 視野あたり 4 個以上であることが悪性の指標とされ、本研究でこ

の基準を満たした 8 例のうち 5 例は予後不良で腫瘍の増殖活性が有意に高く、核分裂頻



度や Ki67 陽性率が重要な予後因子と考えられた。また、小型多形細胞の増殖やメラニ

ン色素の産生低下は増殖活性と有意な相関があり、組織診断時の予後予測において重要

と考えられる。強膜への浸潤は増殖活性と明らかな相関がなく予後に大きく影響しない可

能性が示唆された。腫瘤を形成せず前ぶどう膜の肥厚を特徴とする 2 例は予後良好で、

組織学的にびまん性ぶどう膜メラノーシスに相当する病変と考えられた。 

 

 

 

  



表 1 

 

* 死因は腎不全 

 

 

 

図 1 病変の肉眼的形状 

 

図 1 a：症例 3。前ぶどう膜に腫瘤病変が形成される。b：症例 12。眼内を置換するよ

うに腫瘤病変が形成される。c：症例 5。脈絡膜から眼球後方にかけて腫瘤病変が形成さ

れる。矢頭は視神経を指す。d：症例 17。前ぶどう膜が肥厚するように病変が形成され

る。 

 

 

 

 

 

 

 



図 2 腫瘍細胞の形態 

 

図 2 a：症例 2。小型の紡錘形細胞の増殖。b：症例 6。小型の類円形～不整形細胞の増

殖。c：症例 3。多形性を示す上皮様細胞の増殖。d：症例 3。風船様細胞の増殖。e：症

例 13。メラニン色素を豊富に有する紡錘形細胞の増殖。f：症例 17。メラニン色素を豊

富に有する類円形細胞の増殖。 

 

 


